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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

関東管内の点検結果の分布（橋梁）

■橋 梁

○ 関東管内の平成27年度の点検実施橋梁について、整備局、高速道路会社、都県別に判定区分
の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数19,037橋に対し、判定区分Ⅰ 36%、Ⅱ 
55%、Ⅲ 9%、Ⅳ 0.1%となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

関東管内の点検結果の分布（関東地整）

■橋 梁

○ 関東地整内において、平成27年度の点検実施橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措置を
行う必要のある橋梁が約9%(1,666橋)ありました。

○ 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が必要な橋梁の割合が多くなっていま
す。51年以降で健全な橋梁が多くなっているのは補修後の橋梁が多く含まれていると推定し
ます。

（点検実施数）（建設経過年度）
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